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研究成果の概要（和文）：本研究は，社会資本整備政策の効果および空間波及を包括的に評価する方法論として
開発・適用が進んでいる空間的応用一般均衡（SCGE）モデルに関して，現代の社会背景に対して方法論が未整備
の部分を深化させた．具体的には，標準的SCGEモデルでは整理が進んでいない「経済集積の外部性」，「詳細な
地域単位への分割」を，適切に扱う手法論を確立した．さらに，実際の交通整備プロジェクトへ適用し，本手法
の有用性を検証した．

研究成果の概要（英文）：Spatial Computable General Equilibrium (SCGE) models have been developed and
 applied as methodologies to comprehensively evaluate the economic effects and spatial spillovers of
 infrastructure development policies. This study deepened the SCGE modeling technology by addressing
 the new development of the spatial characteristics where the existing SCGEs have not established 
yet. Specifically, we have established a methodology that appropriately handles "economy of 
agglomeration" and "detailed regional classification", which are not well organized in the existing 
SCGE models. Furthermore, we verified the usefulness of the methodology by applying it to an actual 
road transportation improvement project.

研究分野： 土木計画学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
交通政策分析に適用した研究実績が国内外を通じて蓄積しているにも関わらず，輸送・交通を表現する技法が統
一的な方法論として確立されておらず，世界的にも様々な技術が乱立している状況にある．特に近年の経済地理
学理論発展に伴い重要性が指摘されている，経済集積による外部性（経済集積の進展がさらに集積を誘発させる
効果）が十分に考慮されていないこと，都市圏における政策評価では，市町村レベルのような詳細な地域分割単
位での分析が求められるが，ほとんどの既存手法ではより大きな地域単位しか扱えていないことが，主な課題で
ある．本研究成果によって，これらの課題を解決する方法論が確立された．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
社会基盤政策に係る経済効果分析・政策評価の手法として費用便益分析（CBA）が知られてお

り，公共政策の様々な分野でマニュアルが作成されるなど，既に実務的な方法論として定着して

いる．しかし，費用便益分析は，投資費用と便益の差分あるいは比率という一次元の効率性を測

る尺度でしかなく，どの地域の誰が便益を享受するかという「帰着」の概念は考慮されず，また，

どのような産業に効果が及ぶのか，地域間格差が是正されるか拡大するか等の間接的な情報は

何も提供されない．費用便益分析では見過ごされているこのような効果を明確にすることが，政

策実施における合意形成や行政の説明責任において重要な役割を持つことは論を待たない．こ

のことは，「ストック効果の見える化・見せる化」として，わが国の社会資本整備・交通政策に

おける取組の手法・仕組みとして掲げられている． 

公共政策の中でも特に輸送や交通に関わる政策は，地域のモビリティに直接的に影響を及ぼ

すものであり，政策がもたらす効果も地域毎に不均質であることは自明である．このため，複数

の地域を明示的に考慮した政策効果分析手法に対する要請も大きい． 

こうした問題意識に対して，交通整備のような社会資本整備政策の効果および空間波及を包

括的に評価する方法論として，土木計画学と経済学の境界領域分野では空間的応用一般均衡

（SCGE）モデルの開発が積極的に行われてきた．SCGE モデルの経済理論面における標準的な

枠組みに関してはほぼ完成されており，農業政策，関税政策，環境政策の分野では世界銀行 2)や

欧州委員会 3)などの国際機関が開発する手法が実務的に利用されている．しかし，現代の社会基

盤政策の計画や評価に資する分析を適切に行うにあたり，既存の SCGE モデルには以下のよう

な課題がある． 

 交通政策分析に適用した研究実績が国内外を通じて蓄積しているにも関わらず，輸送・

交通を表現する技法が統一的な方法論として確立されておらず，世界的にも様々な技術

が乱立している状況にある． 

 近年の経済地理学理論発展に伴い重要性が指摘されている，経済集積による外部性（経

済集積の進展がさらに集積を誘発させる効果）が十分に考慮されていない． 

 都市圏における政策評価では，市町村レベルのような詳細な地域分割単位での分析が求

められるが，ほとんどの既存手法ではより大きな地域単位しか扱えていない． 

 モノの交易（物流）のモデル化に関する研究蓄積は豊富だが，ヒトの移動（人流）をモデ

ル化する技法の研究蓄積が極めて少なく，方法論が確立されていない． 

 社会基盤の強靭化による，災害時のリダンダンシー確保の効果を適切に表現するモデル

化技法が確立されていない． 
 
 
２．研究の目的 
本研究は，社会資本整備政策の効果および空間波及を包括的に評価する方法論として開発・適用
が進んでいる空間的応用一般均衡（SCGE）モデルに関して，現代の社会背景に適切に対して適
切な方法論が未整備の部分を開拓し，方法論の深化を目指すものである．具体的には，標準的な
SCGE モデルでは整理が進んでいない“経済集積の外部性”，“詳細な地域単位への分割”，“都市
交通の適切な取扱”，“災害時リダンダンシー効果の適切な評価枠組み”の各キーワードに対応し
たモデリング技法を拡張し，これらを統合した手法論を確立することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
本研究では，標準的 SCGE モデルでは整理が進んでいない「経済集積の外部性」，「詳細な地域単
位への分割」を，適切に扱う手法論を確立した．さらに，実際の交通整備プロジェクトへ適用し，



本手法の有用性を検証した． 
 
４．研究成果 
 
大都市圏では密に多都市が形成されており，交通ネットワークを通じて，運輸面のみならず経済
的にも結びついている．したがって，ある地域やある区間での交通整備事業は，広い範囲におい
て経済効果の空間的波及をもたらす． 
こうした交通施設整備などの政策が多地域経済にもたらす効果をミクロ経済理論と整合的に分
析することができる手法の代表例として，空間的応用一般均衡（Spatial Computable General 
Equilibrium: SCGE）モデルが挙げられる．わが国の土木計画学分野においても，SCGE モデルを
用いた交通プロジェクト評価に関する研究が数多く蓄積されている． 
 
現代の大都市圏域は，多種多様な産業が限られた空間に集中的に立地しており，このような現象
が生じる要因として，多数の企業が集積することによる便益，いわゆる“集積の経済”がはたら
いていると考えられている．集積の経済を明示的に扱う標準的な経済理論では，財の生産地にお
ける産業活動の規模，すなわち財生産における産業活動の集積の度合が，消費における選好や生
産活動における投入技術に対して外部性として影響することによって集積の経済が生じると考
えられている．これに対し，多くの SCGE モデルは完全競争市場かつ規模に対して収穫一定の技
術を前提として構築されており，規模が影響する外部性は捨象されている． 
 
また，都市圏内の多地域経済システムを分析・評価の対象とする場合，それに見合う多地域産業
連関表が整備されていることは稀であり，産業連関表を基準データとする SCGE モデルの構築は
容易ではない．さらに，東京や大阪を中心とするわが国の大都市圏では，多数の行政単位(自治
体)が近接して存在しており，幹線道路整備などの交通整備プロジェクトにおいては，もたらさ
れる効果はもちろんのこと事業自体の地理的範囲も複数の行政単位を包含することが多い． 
したがって，交通整備がもたらす経済効果の空間的な分布について，市区町村などの詳細な地域
分割単位で把握することへのニーズが高いと考えられる．そのためには，多地域産業連関表が利
用できない状況下において，どのように SCGE モデルのキャリブレーションを行うかが課題とな
る． 
 
そこで本研究課題は，集積の外部性を明示的に扱い，かつ産業連関表が整備されていないような
小規模な地域分割単位において適用するための SCGE モデルの理論的枠組みを構築するとともに
キャリブレーション方法を提案し，その大都市圏部における適用可能性について検討した．さら
に，構築したモデルを，首都圏三環状道路整備プロジェクトに適用し，本手法の有用性と課題に
ついて検討した． 
 
本モデルの適用分析の結果より，表-1 に示すように，詳細に分割された市区町村別において適
切に構成分析や，産業別生産変化推定が実施できることが示された．さらに，図-1 に示すよう
に，地理空間的な政策効果分析を，従来 SCGE モデルよりも高解像度で評価することが可能とな
った． 
 

表-1 厚生改善上位 20 市区町村の結果 

 
  



 

 
図-1 首都圏三環状道路整備による市町村別厚生変化の推定 
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